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〔受注〕

●手配中の物件、納期が近い物件、出荷済の物件がすぐ分からない。

●以前の受注内容（例えば前回の受注単価）を探すのが大変。

●取引先調達サイトに接続できるが納品書をダウンロードしているだけ。

〔手配・在庫〕

●今回受注分に必要な材料、購入品の所要量・過不足を事前に把握したい。

●在庫（部品、材料、購入品）が適正なのか持ち過ぎなのか分からない。

●ユニット部品の手配が手間。（NCﾃﾞｰﾀの確認、ﾈｽﾃｨﾝｸﾞ作成、図面ｺﾋﾟ-など）

●棚卸しが大変。少しでも楽にしたい。

〔スケジュール・進捗〕

●仕事の山を掴めていない。事前に負荷が高い工程はどこかを掴んでおきたい。

●効率のよい加工スケジュールを作れない。機械の稼働バランスが悪い。

●現場を走り廻らなくても、あの物件はどの工程まで進んでいるかを知りたい。

〔現場作業支援〕

●「今日何を作るのか？」また「今できる仕事は何か？」を現場に伝えたい。

●現場で物を探すのに手間がかかっている。（図面・立体図・展開図の活用）

〔売掛・買掛管理〕

●納品書、請求書、注文書、元帳などの作成に手間がかかっている。

●外注に出しているもの、外注からの納品遅れがすぐ分からない。

●請求-入金、支払-出金の管理が出来ていない。

〔品質・原価管理〕

●取引先から品質管理強化（不良再発防止対策）の要請が来ている。

●受注物件の原価、利益率を知りたい。

「受注出荷モジュール＋Ｍ」は、このような課題を解決する為に開発さ
れた製造業、特に金属加工業向けの生産管理用パッケージ・ソフト
ウェアです。

こんなお悩みはありませんか？
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特徴

■ 受注～手配～出荷まで一元管理！

8つ（受注、作業手配、出荷済、発注、受入、在庫、入金、出金）の台帳で、お客様
の運用目的に合った機能（台帳）をお使い頂けます。

■ 操作はカンタン！

極力入力操作が少なくなるよう随所に工夫を施しています。さらにバーコードを活
用することで、入力操作を大幅に削減することも可能です。

■ 画面・帳票編集機能！

100種類以上の帳票を標準で用意しています。また自社独自の帳票も作成可能
です。さらに画面レイアウトも変更可能です。

■ アマダSDD対応！

アマダCAD/CAMシステムとの連携により、マスターへの材料情報・工程情報の
取り込み、画面・帳票への立体図・展開図の出力、ネスティング用の製作手配情報
の出力等々、強力な連携機能が利用できます。

■ 事務所で工程進捗状況を把握！

現場で指示書のバーコードを読み、進捗入力する(ｵﾌﾟｼｮﾝ：進捗ｷｯﾄ) ことにより、
事務所で工程進捗状況を把握できます。さらにアマダ加工機(VFﾏｼﾝ)から進捗実
績を自動収集することも可能です。

■ タブレット端末連携！（ｵﾌﾟｼｮﾝ）(※)

• iP進捗は、現場で（場所を選ばずに）作業者が進捗を入力できます。

• ｉＰ台帳ﾋﾞｭｰﾜは、出先から（VPN接続利用）受注・手配・出荷状況が閲覧できます。
例えば営業担当が出張先や商談時にタブレットで受注状況を確認できます。

• iPﾀｽｸﾋﾞｭｰﾜは、現場で作業予定を閲覧できます。例えば作業者が自工程の作
業予定や前工程の進捗状況をスマホで確認できます。

一元管理とは
情報を１ヶ所のコンピュータで管理し、その情報を複数のコンピュータで共有することを

「一元管理」と言います。
例えば、出荷場所にある端末で出荷処理を行えば、どこのパソコンでも瞬時に“出荷済”

に変わります。
複数の人が、正確な情報を、リアルタイムに共有することが、工場の「見える化」を具現

化する手段と考えています。
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生産管理 全体の流れ

8つ（受注、作業手配、出荷済、発注、受入、在庫、入金、出金）の台帳で、お客様の運用目的
に合った機能をお使い頂けます。

受注台帳

作業手配台帳

発注台帳

受入台帳

出金台帳 入金台帳

受注入力

EDI受注

手配

作業手配

工程進捗
（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

材料発注
購入部品発注
外注工程発注

仕入

仕入明細
仕入先元帳

買掛管理

出荷

締処理

売掛管理

進捗実績

納品書

合計請求書
得意先元帳

締処理

在庫引当

原価管理

作業
指示書

注文書

作業完了

出荷済台帳在庫台帳

〔システムフロー〕

所要量計算

品質管理

製品管理
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生産管理 全体の流れ

①受注台帳
受注登録、電子受注の取込み、納期管理を行います。

②作業手配台帳
部品、材料、購入品の所要量計算、加工スケジュール作成、作業指示書や外注注文書
発行など製作手配を行います。

③出荷済台帳
出荷管理、納品書、請求書、得意先元帳、売上げ集計を行います。

④発注台帳
外注・材料・購入品の発注、発注品納期管理を行います。

⑤受入れ台帳
仕入明細書、仕入先元帳、仕入集計を行います。

⑥入金台帳・出金台帳
売掛残高管理、買掛残高管理を行います。

⑦マスターデータ
取引先、品目（製品部品）、材料、購入品、金型、自社カレンダーなどのマスター管理を

行います。

① ② ③

④ ⑤ ⑥⑦
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受注登録

■受注入力
基本的な入力項目は、品番（何を）、納期（いつまでに）、数量（何個）の３つですが、管理に必

要な情報（注文番号、品名、取引先、単価、図番、各種備考など）も入力できます。
受注と同時に「新規」か「リピート」が分かることがポイントです。品番を入力した時点でマス

ターを参照し、新規であればその旨表示されます。
また、リピートであれば、取引先、図番、単価、各種備考など、前回受注内容が自動表示され

ますから、「前回の受注単価がいくらだったかな？」と探し廻る必要が無くなります。

〔新規〕

〔リピート〕

前回登録内容が自動表示されます。
（マスターから自動取得）

納入場所、客先製番など
受注に紐づく備考情報を
入力します。

機種コード、仕様、規格
など製品に紐づく備考情
報を入力します。

（注）各備考にはお客様固有名称を設定できます。

入力品番により、新規か
リピートを教えてくれます。

製品部品
マスター
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■EDI取込み
取引先から紙やFAXではなく、電子注文データ（資材調達WEBサイトからのダウンロード、あ

るいは取引先ご担当からのメール添付）を頂ける場合は、“EDI取込み（標準資材VAN）”の利用
が可能です。

受注登録の工数大幅削減と入力ミス撲滅が期待できます。

〔標準資材VAN設定〕
区切記号、項目ヘッダ有無
を指定します

自動取り込みしたいデータ項目
の列番号を入力します

受注登録

取引先

〔受注台帳〕
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■検索・並び替え
受注登録すると、受注台帳一覧画面に表示されます。
受注台帳には「検索」機能が有り、注文番号、品番、品名、取引先、発注日、納期、進捗状況

等を組み合わせた絞り込みが行えます。例えば、進捗状況=出荷済以外で絞ると「注残一覧」と
なります。さらに納期=本日以前で絞ると「納期遅れ一覧」になります。

また、「並び替え」機能も有り、注文番号、品番、品名、取引先、発注日、納期、進捗状況等で
の並び替えが行えます。上記の「注残一覧」や「納期遅れ一覧」は、納期の昇順で並べることで、
納期管理がよりやり易くなります。

〔検索〕

〔受注台帳〕

例えば、進捗状況=出荷済以外で絞ると、
注残一覧が表示されます。
さらに、納期=本日以前で絞ると、納期遅
れ一覧になります。

受注登録

〔並び替え〕

例えば、納期の昇順で並べることで、
納期管理がよりやり易くなります。

受注台帳

受注入力
EDI取込み

受注登録データが一覧画面
に表示されます。
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■帳票出力
受注データを様々なスタイルで「帳票出力」することが可能です。
検索で絞り（必要に応じて並び替えを設定）、帳票出力を行います。
下記は出力帳票の一例です。

受注登録

〔受注管理表〕

〔日付別納期管理表〕

〔出荷予定表〕

〔受注ラベル〕

〔取引先別金額集計〕

受注台帳

検索

１注文毎（１注番Ｎ品目）に
受注データを取りまとめ受注
金額を集計した管理表

注残データを納期の昇順に
出力。出荷処理にﾊﾞｰｺｰﾄﾞを
利用する形式

注残データを品番毎に集計し、
カレンダー形式で表現。月間何
個の受注か、いつごろ出荷が混
み合うかの見える化

簡単な管理で済ませる場合、
図面にこの受注ラベルを貼っ
て現場に指示

当月の受注金額を取引先毎
に集計。月途中における当月
の受注状況が見える化
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■納期遅れの見える化
受注台帳に「納期色設定」という機能があります。これは、納期が近付くと自動で納期欄の色

が変わり、「目で見る納期管理」が可能になります。
また、納期別に受注件数/金額をグラフ表示する機能があります。これで「受注状況の見える

化」が可能になります。
まず今日の日付（納期）のグラフの色を見て、納期遅れが発生しているか（あるいは発生しそ

うか）を見ることができます。また、金額表示に切り替えることで、棒グラフの山が件数から金額
に変わり、仕事量が想像できるようになり、得意先への納期回答や工場負荷の把握に役立て
ることが出来ます。

〔納期色表示〕

納期が近付くと自動
で色が変わります。
目で見る納期管理
が可能になります。

〔受注台帳〕

受注登録

〔納期分散と進捗状況〕

日付（納期）

件数/金額

今日の日付（納期）の棒グラフを見ます。色
で状況を判断することが出来ます。
青や水色なら良いですが、紫、黄、赤、白だ
と納期に間に合わない可能性があります。

金額集計にﾁｪｯｸを付けます。
棒グラフの山が件数から金額
に変わります。

ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすると受注明細
が表示されます。
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■仕事量の見える化
受注台帳に「ガントチャート」という機能があります。上段は受注案件毎の製造期間を、下段

は仕事量を金額の山で表現しています。
上段のチャート幅は、マスターのリードタイム設定値からの表示と、金額によってリードタイム

を自動計算する簡易表示の選択が可能です。
下段の負荷グラフは、受注金額をリードタイムで均等割りし、日毎に金額を積み上げることで、

視覚的に日別の仕事量を把握できます。

受注登録

〔ガントチャート〕

チャート幅は、マスターのリードタイム
設定値からの表示と、金額によって
リードタイムを自動計算する簡易表示
の選択が可能

受注金額をリードタイムで均等割りし、
日毎に金額を積み上げた結果

合計金額

22万

22.5万

32万

30万

30万

１日あたり

7.3万

7.5万

10.7万

10万

10万

チャートを横に移動させる
と下段の山が崩れます。
(手動山崩し)

例えば、１０日と１１日は４５万円を
超える仕事量が入っているので余
裕がないが、１２日以降はまだ仕事
を入れる余裕がある…という利用。

（例） 320,000円 ÷ 50,000円 ≒ 7日

簡易表現
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受注登録

■受注内容の見える化
受注台帳に「この部品の画像」という機能があります。画像モジュール(オプション)がインス

トールされている場合に利用できます。品番・品名だけ見て、これの製造工程を想像することは
困難ですが、図面が見えれば容易に想像できます。

また、受注品目が単品かASSYかによって製造工程は大きく変わります。
事前に製品部品マスターに部品構成情報が登録されている場合、「ツリー表示」で部品構成

（子部品、孫部品、購入部品、材料）が「見える化」します。
さらに「ツリー表示」では工程も表示することができ、工程の「見える化」で全体の製造日程も

想像し易くなります。

〔この部品の画像〕〔受注台帳〕

〔ツリー表示〕

〔ツリー表示（工程）〕
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受注登録

■在庫の見える化
親品番、子品番、材料、購入部品、それぞれについて、現在庫（現時点での在庫数）だけで

なく有効在庫（将来の在庫残数）も「見える化」します。
また、その有効在庫に至る在庫残数の推移（出庫予定・入庫予定）も確認可能です。
下記は親品番（受注品番）の在庫の見える化の例です。

在庫推移

現在庫（現時点
での在庫数）

在庫残数
の推移

有効在庫（将来の
在庫残数）

〔在庫情報〕

入庫予定数出庫予定数

〔受注データ〕

このままでは在庫ショートする
ことを伝えています。

ここでは受注納
期を指します。

在庫は２０個あるが出庫予定
（受注分）が21個ある。

〔受注台帳〕
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受注登録

■計画生産対応
計画生産で「在庫があると思ってたら足りなかった」「充分在庫があったのを知らずに作ってし

まった」等の在庫問題は少なくないと聞いています。
まず、在庫がショートする部品（指定期間内に在庫が足らなくなる部品）を自動抽出し、カレン

ダー形式画面で在庫推移状況（在庫が減ってゆく様子）を確認できます。
次に、計画生産データの自動生成が行えます。（尚、計画生産数は単純に不足数ではなく限界

在庫数、製造ロット数を考慮して計算されます。）
さらに、自動生成された計画生産データをこの画面から（生産バランスを考えながら）変更でき

ます。

現在庫

出庫数

入庫数

残数

前日情報
最終情報在庫ｼｮｰﾄは

ﾏｲﾅｽで表示

在庫ｼｮｰﾄ日

品目

計画生産

〔在庫ショート〕

自動生成された計画生産

在庫ｼｮｰﾄが解決。

一括手配（自動生成）された計画生産
（納期、数量）をこの画面から変更で
きます。
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製品管理

■製品部品マスター登録
完成品の品番・受注数・納期のみを現場に指示するのではなく、部品展開を行い、子部品毎

の製作数、製造納期、さらに工程納期や外注手配納期まで計算し、無理のない作業予定を現
場に指示したいものです。

製品部品マスター（一般にBOM：ボムと呼ばれます）に「何の情報を登録するか」は「何をやり
たいか」によって様々ですが、品番、品名、単価情報、手配情報、在庫情報、検査情報、材料情
報、各種備考、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報、子部品情報、購入品情報、切断材料情報、工程情報（外注工程
含む）などを登録することで、人に依存しない手配を可能にします。

１工程情報

製品部品
マスター

購入部品
マスター

材料
マスター

ツリー情報

工程
マスター

取引先
マスター

品番・品名・単価情報

材料情報

工程情報

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報

工程リスト

手配・在庫・検査情報

各種
備考

製品部品マスター
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製品管理

〔受注データ〕

品番：C-KR6062H
納期：2009/6/12
数量：5セット

①溶接→②歪補正→③外注
C-KR6062H

D1471091-01

D4120223-02

D4318815-19-01-01

①NCT→②ｾｯﾄﾌﾟﾚｽ→③ﾀｯﾌﾟ→④ﾍﾞﾝﾀﾞｰ

①NCT→②ﾀｯﾌﾟ→③外注

①NCT→②ﾍﾞﾝﾀﾞｰ

①NCT→②ｾｯﾄﾌﾟﾚｽ→③ﾀｯﾌﾟ→④ﾍﾞﾝﾀﾞｰ

〔手配データ〕

D4265641-01

■CAD/CAM連携による部品構成登録
製品部品マスターの代表的な情報に子部品情報があります。しかし、これを登録するにはそ

れなりの手間がかかります。
アマダCAD/CAMシステムと連携することで、容易に部品構成情報の取込みが可能となりま

す。
また、品番・品名だけでなく、材料情報や形状情報（立体図・展開図）なども、併せて取込むこ

とが可能です。

部品構成

部品展開

受注出荷 CAD/CAM

マスター
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作業手配

■部品所要量計算
製作数を決定する重要な要素が“在庫”です。リピート性がある製品の子部品は、多くの場合

歩留まりを考慮した製造ロット数で製作します。
すると余った分が部品在庫となりますから、次回受注時には、その在庫を引き当てた不足分

を製作することになります。
製作数は「必要数－在庫数＝製作数」と単純に計算できる訳ではなく、他ロットで「引当て予

約」している分や「多めに製作」している分、製造ロット数、安全在庫数等も考慮して計算せね
ばなりません。

「手配数自動計算」という機能で、この製作数を瞬時に計算することが可能です。

A1

A2

A1

A1-1

C-1

A1-2

A2-1

C-1

A2-2

A1-1

C-1

A1-2

・・・納期：12/10 数量：2

・・・納期：12/11 数量：3

・・・納期：12/12 数量：1

（1）

（ ）は員数

（1）

（2）・・・必要数=4

（1）

（2）

（1） ・・・必要数=3

（1）

（1）

（2） ・・・必要数=2

〔手配数自動計算結果〕

親 子 納期 必要数 在庫数 引当数 不足数 製造ﾛｯﾄ 製作数

A1 C-1 12/10 4 6 4 0 10 0

A2 C-1 12/11 3 2 1 10

A1 C-1 12/12 2 0 2 0

部品展開にて
求めた必要数

引当数＝
必要数－在庫数

不足数＝
必要数－引当数

不足数を製造ﾛｯﾄ
に切り上げ

〔手配データ〕
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作業手配

■材料（購入品）所要量計算
予めマスターに部品を１個作る為に必要な材料・購入品を登録しておきます。
これに製作数を掛け合わせることで、部品毎に必要な材料・購入品の必要数が明らかになり

ます。
そして材料・購入品毎に必要数を集計し、在庫照合することで、都合「SS400 t2.3 2438x1219」

は18.6枚必要だが、在庫が15枚あるので、不足数は3.6枚というように表示されます。
作り始めて材料が無いことに気が付いたら大騒ぎですが、作る前に材料が不足することが分

かれば、事前に何らかの手を打つことが出来ます。

親品番 子品番 手配数 材料 展開寸法 部品
取数

母材
必要数

A1 A1-1 20 SUS304-1.2x2438x1219 200x300 48 0.42

A1-2 40 SUS304-1.6x2438x1219 350x180 39 1.03

A1-3 20 SUS304-1.6x2438x1219 450x320 15 1.33

A2 A2-1 15 SUS304-1.2x2438x1219 280x240 40 0.38

A2-2 15 SUS304-1.2x2438x1219 150x240 80 0.19

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

作業手配台帳

材料毎の必要数・在庫数・
不足数がパッと見える

材料 必要数 在庫数 不足数

SUS304-1.2x2438x1219 18.3 20 1.7

SUS304-1.6x2438x1219 24.8 15 -9.8

・
・

名寄せ 集計

部品毎に材料の
必要数を計算

購入部品も同様

必要な材料が材料名毎に
集計されリスト表示されま
す
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作業手配

■工程スケジュール作成（山積み・山崩し）
受注物件毎の進捗状況を確認・修正します。
予めマスターに部品製作に必要な工程を登録します。理想的には工程作業時間（段取時間、

加工時間）を登録することですが、予定日数だけでも効果は得られます。
予定日数（あるいは工程作業時間）が登録されていれば、手配時に納期から逆算し、各部品・

各工程の“開始日”、“工程納期”を自動計算します。
工程ガントチャートを利用することで、視覚的に進捗状況の確認や作業予定の修正が可能と

なります。

予定日数だけの登録
でも効果はあります

グラフを左右に動かせます（手動山崩し）

山が崩れます

ﾃﾞｰﾀで見てもﾋﾟﾝと来ませんが、
ｸﾞﾗﾌで見ると、遅れ具合や混雑
具合がよく見えます。

工程作業時間（段取時間、
加工時間）を登録すると、
時間の山で積まれます。

予定日数の登録では件数
が積まれます。

工程作業時間（段取時間、
加工時間）を登録すると、
山積み山崩しが可能にな
ります。

終了した工程は×
で表示されます。

〔工程ガントチャート〕
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作業手配

■CAD/CAM連携による加工スケジュール作成
受注出荷から作業予定（工程スケジュール）をアマダCAD/CAMシステムに出力し

ネスティングプログラムや曲げ加工スケジュールを作成することが可能です。
これによりブランク加工、曲げ加工の生産性向上と段取削減が可能になります。

DrABE BLANK・BEND

工程スケジュール

受注出荷

手配情報

工程ガントチャート

工程スケジュールの
確認・修正

ネスティング・
加工スケジュール

ネスティング
プログラム

ベンド
スケジュール
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作業手配

〔作業指示書〕 〔外注注文書〕

■作業指示書、注文書の発行
手配業務の最後が、作業指示書、注文書を発行することです。
作業指示書には、製作に必要な品番、製作数、社内納期、使用材料、工程名、工程納期、進

捗実績用のバーコード、作業完了用のバーコード等の出力だけでなく、アマダCAD/CAMシステ
ムで作成した立体図や展開図、縮小図面を貼り付けることも可能です。

また、材料や購入部品の注文書、塗装・メッキなどの外注注文書も発行することが出来ます。

例２（１品１葉形式）

例１（リスト形式）

例２（１品１葉形式）

例１（リスト形式）
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工程進捗（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

■リアルタイムで進捗状況が確認できます
現場で、作業指示書のバーコードを読み込み、進捗入力することで、事務所に居ながらリア

ルタイムに進捗状況を把握できるようになります。これにより、現場を走り廻らなくても納期問合
せ等に回答頂けるようになります。

また、収集した進捗実績の集計・活用も可能になり、現場の“見える化”を飛躍的に高めること
が可能になります。

受注出荷

実績情報は、部品別、工程別、作業者別に
分類して表示・集計が可能です。

実績数

予定工程

実績工程

進捗実績

工程進捗

作業指示書

各種集計表

進捗ｷｯﾄ Web進捗 ｵﾌﾗｲﾝ進捗 IP進捗

工程進捗(ｵﾌﾟｼｮﾝ)
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工程進捗（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

■現場の見える化にも役立ちます
現場設置パソコン（進捗ｷｯﾄ：ｵﾌﾟｼｮﾝ）では、「今日の仕事は何か」、「今出来る仕事は何か」、

「遅れている仕事は何か」、「どの工程まで進んでいるか」、「前・後工程はどこか」を知ることが
出来ます。

今日（今週）の仕事の
予定が見えます。

今出来る仕事（着可が“◎”のもの）が見えます。

着可が“空欄”は前工程が終わっていないことを
示しています。

〔工程で絞った状態〕…ご担当向け

遅れている仕事が見
えます。

〔品番で絞った状態〕…溶接担当、管理者向け

前工程・後工程
が見えます。

どこのあたりまで進ん
でいるかが見えます。

終わった仕事が見えま
す。
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■作業完了処理（自動在庫更新）
製作が終わったら、作業完了処理を行います。
作業指示書のバーコードを利用すれば、手早く・確実に作業完了処理が行えます。これにより、

作業手配台帳から自動削除され、受注台帳の受注データが“出荷可”に変わります。

作業完了処理のもう一つの重要な役割が、自動で”在庫更新”を行うことです。
部品に対する作業完了処理でその部品在庫が“増”されます。また、その部品に材料、購入

部品が登録されていれば、その材料および購入部品の在庫が“減”されます。
親部品に対する作業完了処理ではその親部品在庫が“増”され、その親部品を構成する子部

品在庫が“減”されます。

■出荷処理（自動在庫更新）
次に、出荷処理を行います。
作業指示書のバーコードを利用すれば、手早く・確実に出荷処理が行えます。これにより、出

荷済台帳に出荷履歴として受注データが自動登録され、受注台帳では“出荷済”に変わります。
また、出荷処理を行うことで、自動で“在庫更新”、すなわち親部品在庫が“減”されます。

親品目 子品目 （）は員数 注文数 必要数 製作数 完了数 在庫増減 在庫残

TEST-001 3 3 3 3 3 3

TEST-001-01（1） 3 3 3 3 -3 0

TEST-001-02（1） 3 3 3 3 -3 0

TEST-001-03（2） 6 10 10 10 -6 4

子部品の作業完了

親部品の作業完了

次回注文時に在庫引当て

製造ロット=10

親品目 注文数 在庫増減 在庫残

TEST-001 3 3 -3 0

親部品の出荷完了
親部品の作業完了

在庫管理

子部品の在庫自動増
（併せて材料・購入部品の在庫自動減） 親部品の在庫自動増

（子部品の在庫自動減）

（注）材料、購入部品については、あえて自動在庫更新を利用しないスイッチもあります。
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出荷・売掛管理

■納品書・月締請求書・回収管理表・得意先元帳等
出荷処理されたデータは売上データとして出荷済台帳に自動記録されます。
次に出荷済データにもとづく納品書発行を行います。
また締切日には、１ヵ月分を集計した合計請求書を発行します。
請求書を発行すると入金台帳に売掛データが記録され、取引先毎の売掛残高が把握できます。
さらに、この売掛データもとづき、回収管理や得意先元帳などの発行まで行えます。
納品書、請求書は印刷だけでなく、PDF出力やメール自動送信（オプション）も可能です。

出荷

締処理

受注台帳 出荷済台帳

月締請求書

入金台帳 回収管理表

納品書

取引先別 / 受注金額推移グラフの表示

得意先元帳

月締請求書納品書納品ﾗﾍﾞﾙ

※印刷/PDF/ﾒｰﾙ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

※印刷/PDF/ﾒｰﾙ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)



25

仕入・買掛管理

■支払明細書・支払管理表・仕入先元帳等
外注注文、材料注文、購入部品注文を行うと、発注台帳に自動登録されます。これにより、

発注-受取の消込管理が可能になります。
発注した物品が入荷されたら、受取り処理を行います。発注台帳で受取り処理されたデータ

は仕入データとして受入台帳に自動記録されます。
受入台帳では、締切日（通常は月末）に、1ヵ月分を集計した支払明細書を発行します。支払

明細書を発行すると出金台帳に買掛データが記録され、仕入先毎の支払金額が把握できます。
さらに、この買掛データにもとづき、支払管理や仕入先元帳発行まで行えます。

注文書、支払明細書は印刷だけでなく、PDF出力やメール自動送信（オプション）も可能です。

受取り

締処理

発注台帳 受入台帳

支払明細書

出金台帳 支払管理表

仕入先元帳

注文書 外注工程・材料・購入部品

注文書発行で注文データが
記録されます。

発注・受取の消込管理が行
えます。

仕入データが記録されます。

これを基に、仕入先毎の集計
リストなども作成出来ます。

支払明細書支払管理表

各マスター 作業手配台帳

※印刷/PDF/ﾒｰﾙ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

※印刷/PDF/ﾒｰﾙ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)



26

原価管理

■原価計算
進捗端末などから収集された実績データは徹底活用します。
工程毎に収集された実績時間に工程ﾁｬｰｼﾞを掛けることで加工費となります。
これに材料費と購入部品費を加えることで製品原価の算出が可能です。

製品部品
マスター

実績データ

実績時間から加工費を
計算できます。

マスターまたは仕入データから材料費、
購入部品費、外注費を計算できます。 受入れ台帳
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品質管理

■同じ不良を二度と出さない為の仕組み作り
不良内容を登録し、データベース化することで、各種の統計資料を作成することができます。
また、リピート時の作業指示書に「過去に発生した不良内容」を印字することで「同じ不良を二

度と出さない」効果を期待できます。
さらに、不具合箇所の写真や画像を保存することで、より効果のある不良再発防止策が可能

になります。

出荷前検査 取引先検査

不良報告

原因分析

不良履歴

不良内容の見える化

不良履歴

作業指示書データベースに記録さ
れている過去の不良
内容が出力されます。

2016/12/4
寸法不良(穴位置)

管理資料

設計不良 ３
ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ ５
部材不良 １
手順不備 ２
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ミルシート毎にロットを
分けて製造し完了処理を
行います

品質管理

■材料トレーサビリティ
生産ロット（材料情報）と出荷情報の紐付き管理により、材料トレーサビリティが可能になりま

す。

ﾐﾙｼｰﾄ

M001-01

ﾐﾙｼｰﾄ

M001-02

ﾐﾙｼｰﾄ

M001-03

SENI012311

ﾌﾗｲﾔｰﾌﾟﾚｰﾄ

100個

50個作成

30個作成

20個作成

出荷処理時に作業完了履歴を確認し、
今回の出荷はどの生産ロット分かを
指定し出荷します。

ご注文

ﾐﾙｼｰﾄNo

生産ﾛｯﾄNo
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ファイル入出力

■ファイル入出力
他システム（EXCEL等）にデータがあれば、CSVファイル入力機能を利用するこ

とで、より少ない手間でWILLにデータ入力が行える可能性があります。
また、逆にCSVファイル出力機能を利用することで、他システム（EXCEL等）での

データ入力に伴う工数削減と入力ミス撲滅が期待できます。

製品部品マスター
（部品工程情報）

購入部品マスター

材料マスター

受注台帳

作業手配台帳

出荷済台帳

発注台帳

受入れ台帳

取引先マスター

他システム
（EXCEL等）

取引先（EDI注文）

取引先（EDI検収）

他システム
（EXCEL等）

他システム
（EXCEL等）

・入金台帳
・出金台帳
・入金詳細
・出金詳細
・売掛金残高
・買掛金残高

進捗実績一覧
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加工機連携

■加工機連携
スケジュール運転したネットワーク対応型加工機から自動実績収集が出来る

ようになりました。

自動実績収集

WILL生産管理システム

受注と出荷の管理だけを行う運用から、親子情報、工程情報を登録し、
山積み／山崩しまで行う運用まで、自社の受注・生産形態に合わせたステップ
アップが可能です。
・運用例１：２台帳（受注-出荷済）
・運用例２：３台帳（受注-作業手配-出荷済）
・運用例３：８台帳（受注-作業手配-発注- 受入- 在庫- 出荷済-入金-出金）
・運用例４：８台帳＋工程進捗(ｵﾌﾟｼｮﾝ）

例えば、３つの台帳を利用する基本的な「運用例２」でも、以下のような導入効
果が見込めます。
●受注状況（何を何個いつまでに納品）がすぐ分かるようになった。
●納期が近い受注物件、納品済の受注物件はどれかがすぐ分かるようになった。
●担当がいなくても問い合わせに回答できるようになった。
●製品の大まかな進捗状況が掴めるようになった。
●以前の受注内容（例えば受注単価）を探す必要がなくなった。
●納品書、請求書等がすぐに出せるようになった。
●仕事の山が見えるようになった。

運用に合わせてステップアップ
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100種類以上の帳票を標準で用意しています。また自社独自の帳票も作成可能で
す。さらに画面レイアウトも変更可能です。

〔自社独自帳票の作成〕
帳票はお客様自身で変更することができます。（※1）
また保守契約（WILLソフトメンテナンス）に加入されている場合には、弊社からの遠隔操作で
帳票作成作業を支援させて頂くことも可能です。

（※1）Microsoft Office Access 製品版が必要です。

作業指示書に展開図
、立体姿図を印刷す
ることで、ブランク後
の仕分けや部品捜し
が容易になります。

自社独自帳票の例

ＮＣプログラムのバーコードを表示すること
で、ＨＤＳなどのネットワーク対応型ベンダ
ーで容易にプログラムが呼び出せます。

〔画面レイアウトの変更〕
画面はお客様自身で変更することができます。（※1）
また保守契約（WILLソフトメンテナンス）に加入されている場合には、弊社からの遠隔操作で
画面レイアウト変更作業を支援させて頂くことも可能です。

標準画面 画面レイアウト変更（例）

１データ１行 １データ２行

画面・帳票編集機能
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タブレット端末連携！（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

■iP進捗
ｉＰ進捗は、作業者が現場で（場所を選ばずに）ｽﾏﾎ/ﾀﾌﾞﾚｯﾄから進捗入力などが行えます。

■iPタスクビューワ
iPタスクビューワは、作業者が現場で（場所を選ばずに）ｽﾏﾎ/ﾀﾌﾞﾚｯﾄから作業予定を確認
できます。
今日どの仕事をすれば良いのか、優先順の高い仕事はどれか、一目で把握できます。
自工程の作業予定だけでなく前工程の作業進捗状況も確認できます。

進捗入力 作業完了 出荷処理

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ撮影

作業指示書

➀作業予定 ②検索 ③状況

例えば社内納期
の早い順

例えば自工程で
絞込み

前工程の進捗
状況を把握
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タブレット端末連携！（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

■iP台帳ビューワ
ｉＰ台帳ビューワは、出先から（VPN接続利用）受注・手配・出荷状況が閲覧できます。
例えば、営業担当が出張先や商談時にタブレットで受注状況を確認できます。
現在の受注案件がどんな状況か、過去の受注案件の出荷状況などを確認できます。

受注台帳

受注状況

完了状態

着手状態

中断状態
進捗状況

■動作要件
各ｱﾌﾟﾘは、受注出荷ﾓｼﾞｭｰﾙを必要とします。単独では利用できません。
受注出荷ｻｰﾊﾞｰ環境にはｻｰﾊﾞｰOSが必要となります。

・対応機種
Apple iOS13以降
・iPhone 6S （2015年）以降
・iPhone SE （2016年）以降
・iPad （2014年）以降
・iPod Touch(7th) （2019年）以降

アプリ iPhone iPad iPod Touch

iP進捗 Ver.4 ○ ○ ○

iPタスクビューワ Ver.2 ○ ○ ○

iP台帳ビューワ Ver.1 ― ○ ―
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クライアント・サーバーシステム

「受注出荷モジュール＋Ｍ」
サ－バ－

クライアント
（進捗端末含む）

…

SQL Server対応型クライアント・サーバーシステムですから、
複数のコンピュ－タでデ－タを共有して運用いただけます。

〔サーバー〕

● Windows Server 2016 (64ﾋﾞｯﾄ) 以降のOS

● Celeron以上（推奨Xeon）のCPU

● 4GB以上（推奨16GB以上）のﾒﾓﾘ

● Microsoft Office Access 2016以降（またはAccessを含むMicrosoft365）

● Microsoft SQL Server 2016以降（無償版：EXPRESSも利用可）

〔クライアント〕

● Windows10以降（推奨Pro64ﾋﾞｯﾄ）のOS（homeも利用可）

● Celeron以上（推奨Core i5以上）のCPU

● 4GB以上（推奨8GB以上）のﾒﾓﾘ

〔共通〕

● 100GB以上のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ空き容量

● 1366x768以上（推奨1920x1080以上）のｸﾞﾗﾌｨｯｸ

● ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続環境

必要なシステム構成

（注1）Windows Server 2016 (64ﾋﾞｯﾄ)以降のOS
・小規模であればWindows10 Pro以降（推奨64ﾋﾞｯﾄ）のOSでも利用可能です。

（詳細は弊社HPに掲載している「WILL 導入要件/推奨ﾊｰﾄﾞ説明書」を参照のこと）
（注2）Microsoft Office Access 2016以降（またははAccessを含むMicrosoft365）

・ｻｰﾊﾞｰには有償の製品版を導入します。ｸﾗｲｱﾝﾄは無償のﾗﾝﾀｲﾑ版でも利用可能です。
（詳細は弊社HPに掲載している「WILL Access導入組合せ表」を参照のこと）

・Accessは32bit/64bit両方に対応しています。（特に理由がなければ64bit版をお勧めします）
（注3）Microsoft SQL Server 2016以降

・無償のExpressと有償の製品版（Standard）があります。
・Expressは使用ﾒﾓﾘが1GBに制限されますから「ﾒﾓﾘ使用量が増加する」とｽﾋﾟｰﾄﾞが低下します。
・ﾒﾓﾘ使用量が1GBを超えたら、製品版（Standard）の導入をお勧めします。

・OSは64ﾋﾞｯﾄであること。
・製品版（Standard）導入時は充分な物理ﾒﾓﾘを実装すること。（16GB以上を推奨）

・製品版（Standard）のｻｰﾊﾞｰ/CALﾗｲｾﾝｽ版では、ｻｰﾊﾞｰﾗｲｾﾝｽだけでなく、ｸﾗｲｱﾝﾄ数分
SQL Server CAL(ｸﾗｲｱﾝﾄｱｸｾｽﾗｲｾﾝｽ)が必要となります。

お問い合わせ （株）アマダ ソフト商品推進部 TEL：0463-91-8030


